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中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
呉
大
に
与
え
た
影
響
川
島
尚
子
〔
抄
録
〕
清
代
中
期
に
金
石
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
張
廷
済
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
の
著
録
に
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
が
あ
る
が
、
私
は
、
こ
の
史
料
を
も
と
に
今
日
ま
で
張
廷
済
の
学
問
、
芸
術
、
交
友
な
ど
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
張
廷
済
の
金
石
学
研
究
が
、
清
代
末
期
、
近
代
と
金
石
学
者
に
影
響
を
与
え
、
金
石
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
れ
が
分
か
る
史
料
に
、
清
代
末
期
に
金
石
学
者
と
し
て
有
名
な
呉
大
（
ご
・
だ
い
ち
ょ
う
一
八
三
五
｜
一
九
〇
二
）
の
著
録
『
客
齋
集
古
録
』
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
の
編
集
方
法
に
則
っ
た
も
の
で
、
自
分
の
収
蔵
物
か
ら
手
ず
か
ら
採
っ
た
拓
本
、
他
か
ら
入
手
し
た
拓
本
の
余
白
に
題
識
、
跋
を
記
し
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
金
石
学
の
著
録
に
は
、
張
廷
済
の
編
集
法
を
用
い
た
も
の
が
出
て
き
て
い
る
。
今
回
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
と
『
客
齋
集
古
録
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
張
廷
済
が
中
国
近
代
の
金
石
学
に
与
え
た
影
響
を
探
る
一
部
分
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
金
石
学
清
代
末
期
張
廷
済
呉
大
一
、
は
じ
め
に
清
代
中
期
に
金
石
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
張
廷
済
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
の
著
録
に
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
が
あ
る
が
、
私
は
、
こ
の
史
料
を
も
と
に
今
日
ま
で
張
廷
済
の
学
問
、
芸
術
、
交
友
な
ど
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
張
廷
済
の
金
石
学
研
究
が
、
清
代
末
期
、
近
代
と
金
石
学
者
に
影
響
を
与
え
、
金
石
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
れ
が
分
か
る
史
料
に
、
清
代
末
期
に
金
石
学
者
と
し
て
有
名
な
呉
大
（
ご
・
だ
い
ち
ょ
う
一
八
三
五
｜
一
九
〇
二
）
の
著
録
『
客
齋
集
古
録
』
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
の
編
集
方
法
に
則
っ
た
も
の
で
、
自
分
の
収
蔵
物
か
ら
手
ず
か
ら
採
っ
た
拓
本
、
他
か
ら
入
手
し
た
拓
本
の
余
白
に
題
識
、
跋
を
記
し
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
金
石
学
の
著
録
に
は
、
張
廷
済
の
編
集
法
を
用
い
た
も
の
一
〇
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
出
て
き
て
い
る
。
今
回
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
と
『
客
齋
集
古
録
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
張
廷
済
が
中
国
近
代
の
金
石
学
に
与
え
た
影
響
を
探
る
一
部
分
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
が
ど
の
よ
う
な
著
録
で
あ
る
か
、
詳
し
い
内
容
は
、
拙
稿
「
張
廷
済
と
清
儀
閣
・
太
平
寺
｜
現
地
調
査
か
ら
の
考
察
｜
（『
京
都
語
文
第
十
七
号
』
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）」、「
張
廷
済
と
古
の
縁
（『
京
都
語
文
第
二
十
号
』
二
〇
一
三
年
十
一
月
）」
中
に
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
前
に
述
べ
た
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
の
編
集
方
法
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
張
廷
済
が
収
集
し
た
金
石
器
物
を
手
ず
か
ら
採
拓
し
、
そ
の
余
白
に
題
跋
を
記
し
て
お
り
、
器
物
の
歴
史
、
文
字
の
考
証
、
出
所
、
入
手
経
路
、
買
値
な
ど
、
記
録
し
た
年
月
日
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
堅
い
、
冷
た
い
学
問
の
枠
か
ら
離
れ
、
金
石
研
究
を
趣
味
と
し
て
楽
し
む
と
い
う
気
質
を
感
じ
る
内
容
で
あ
る
。
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
の
で
読
者
の
こ
と
を
考
え
、
丁
寧
な
楷
書
で
、
な
る
べ
く
簡
潔
に
分
か
り
や
す
い
跋
文
が
ほ
と
ん
ど
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
詳
し
い
力
作
の
跋
文
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
編
集
方
法
が
、
当
時
の
金
石
学
者
に
受
け
、
金
石
学
の
著
録
編
集
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
世
の
金
石
学
者
等
の
研
究
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
張
廷
済
の
学
問
が
後
世
の
金
石
学
者
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
呉
大
著
『
客
齋
集
古
録
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
著
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
の
編
集
方
法
、
張
廷
済
の
金
石
研
究
の
や
り
方
が
顕
著
に
現
れ
て
お
り
、
呉
大
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
を
実
際
に
見
て
感
銘
を
受
け
、
自
ら
の
金
石
器
物
の
研
究
に
活
か
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
呉
大
と
『
齋
集
古
録
』
に
つ
い
て
こ
こ
で
呉
大
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、『
客
齋
集
古
録
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
著
書
か
を
見
て
い
き
た
い
。
呉
大
（
ご
・
だ
い
ち
ょ
う
一
八
三
五
｜
一
九
〇
二
）
初
名
は
大
淳
、
同
治
帝
の
諱
を
さ
け
、
大
と
改
め
た
。
字
は
清
卿
、
号
は
恒
軒
、
客
齋
。
呉
県
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
。
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
の
進
士
。
翰
林
院
庶
吉
士
か
ら
編
修
を
経
て
、
広
東
お
よ
び
湖
南
の
巡
撫
を
務
め
、
こ
れ
か
ら
は
か
な
り
忙
し
く
な
り
、
次
い
で
河
東
河
道
総
督
と
な
り
、
兵
部
尚
書
の
かん
を
加
え
た
。
日
清
戦
争
が
勃
発
す
る
と
統
率
者
と
し
て
山
海
関
に
出
動
し
た
が
、
戦
争
に
敗
れ
て
、
失
職
し
、
長
年
連
れ
添
っ
た
陸
夫
人
を
失
っ
た
。
郷
里
に
隠
居
し
、
中
風
を
病
ん
で
没
し
た
。
金
石
学
に
詳
し
く
、
鐘
鼎
器
に
関
す
る
古
文
の
研
究
に
傑
出
し
、
『
恒
軒
所
見
所
蔵
吉
金
録
』、『
客
齋
集
古
録
』
の
編
著
に
取
り
組
ん
だ
。
文
字
学
の
方
で
は
、
説
文
部
首
法
に
従
っ
て
金
文
の
字
形
を
ま
と
め
た
、『
説
文
古
補
』、『
字
説
』
が
あ
る
。
ま
た
、
書
画
を
得
意
と
し
、
金
石
器
物
の
収
蔵
に
も
富
ん
で
い
た
。
ま
た
、
そ
の
所
蔵
し
た
宋
微
子
鼎
の
銘
文
に
、「
客
」
の
字
を
「
客
」
に
作
る
の
を
取
り
、
客
齋
と
号
し
た
。
光
緒
十
一
年
（
一
八
八
五
）、
朝
鮮
の
京
城
の
変
に
使
い
し
、
吉
林
の
中
露
の
国
境
に
銅
柱
を
建
て
、
篆
文
の
銘
を
刻
し
た
。
著
書
は
他
に
、『
客
齋
蔵
器
目
』、『
古
玉
図
考
』、『
客
齋
先
生
詩
鈔
』、『
客
齋
尺
牘
』
な
ど
が
あ
る
。（
一
〇
九
頁
呉
大
肖
像
）
次
に
、『
客
齋
集
古
録
』
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。
失
職
後
、
郷
里
に
戻
っ
た
呉
大
は
、『
説
文
古
補
』
を
増
輯
し
、
中
風
を
患
っ
て
健
康
は
か
な
り
侵
さ
れ
な
が
ら
も
、『
客
齋
集
古
録
』
の
完
成
に
努
力
し
た
。
光
緒
二
十
二
一
〇
二
中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
（
川
島
尚
子
）
年
（
一
八
九
六
）
六
十
二
歳
の
時
、
序
文
を
書
き
上
げ
、
全
二
十
六
冊
と
い
う
大
著
の
編
纂
に
取
り
組
む
が
、
稿
本
の
ま
ま
家
に
蔵
せ
ら
れ
、
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
六
十
八
歳
で
病
が
悪
化
し
、
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
兄
の
呉
大
根
の
孫
の
本
善
と
、
呉
大
の
嗣
孫
の
湖
帆
が
、
稿
本
を
整
理
し
、
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
に
商
務
印
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
『
客
齋
集
古
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
器
物
の
拓
本
は
、
中
国
商
（
殷
）
代
か
ら
漢
代
ま
で
の
青
銅
器
の
篆
文
が
中
心
で
あ
る
。
拓
本
は
、
自
ら
収
蔵
し
て
い
る
青
銅
器
か
ら
取
っ
た
も
の
と
、
他
か
ら
収
集
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
、
沈
樹
鏞
（
し
ん
・
じ
ゅ
よ
う
一
八
三
二
｜
一
八
七
三
）
か
ら
貰
い
受
け
た
拓
本
数
十
種
類
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
沈
樹
鏞
に
つ
い
て
略
歴
を
記
し
て
お
く
。
沈
樹
鏞
（
し
ん
・
じ
ゅ
よ
う
一
八
三
二
｜
一
八
七
三
）
字
は
均
初
、
韻
初
、
号
は
鄭
斎
、
漢
石
経
室
、
養
花
館
、
川
沙
（
も
と
は
、
江
蘇
省
、
現
在
の
上
海
市
）
の
人
。
咸
豊
九
年
（
一
八
五
九
）
の
挙
人
。
内
閣
中
書
を
務
め
た
。
金
石
の
考
証
に
優
れ
、
金
石
書
画
の
収
蔵
も
甚
だ
富
ん
だ
。
著
書
に
は
、『
漢
石
経
室
金
石
跋
尾
』、『
書
画
心
賞
日
録
』、『
養
花
館
書
画
目
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
拓
本
中
に
は
、
張
廷
済
所
蔵
の
旧
拓
、
陳
介
祺
（
ち
ん
・
か
い
き
一
八
一
三
｜
一
八
八
四
）
の
旧
拓
、
祖
蔭
（
は
ん
・
そ
い
ん
一
八
三
〇
｜
一
八
九
〇
）
の
旧
拓
、
葉
志
（
し
ょ
う
・
し
せ
ん
一
七
七
九
｜
一
八
六
三
）
の
旧
拓
が
あ
り
、
余
白
に
隷
書
や
楷
書
で
題
跋
を
記
し
、
文
字
の
考
証
を
し
て
い
る
。
中
に
は
、
旧
蔵
者
本
人
の
跋
や
書
き
入
れ
、
所
蔵
印
が
あ
り
、
呉
大
の
考
証
も
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。『
客
齋
集
古
録
』
と
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
編
集
方
法
で
あ
る
。
三
、『
齋
集
古
録
』
に
収
録
さ
れ
た
張
廷
済
の
旧
拓
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
呉
大
は
、
張
廷
済
が
所
蔵
し
て
い
た
器
物
の
旧
拓
を
収
集
し
、『
客
齋
集
古
録
』
に
収
録
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
拓
本
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
全
十
冊
の
内
、
商
（
殷
）
代
か
ら
漢
代
ま
で
の
青
銅
器
が
収
録
さ
れ
て
い
る
、
一
冊
か
ら
三
冊
ま
で
の
中
に
あ
っ
た
。
中
に
は
、『
客
齋
集
古
録
』
で
、
初
め
て
見
る
張
廷
済
の
拓
本
、
直
筆
の
跋
も
あ
っ
た
。
張
廷
済
は
、
収
蔵
し
て
い
た
器
物
の
拓
本
を
何
枚
か
取
っ
て
お
り
、
交
友
の
あ
っ
た
人
に
贈
り
、
ま
た
、
自
宅
に
保
存
し
て
い
た
。
そ
の
器
物
の
拓
本
を
、
呉
大
が
入
手
し
、
研
究
し
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、『
客
齋
集
古
録
』
に
収
録
さ
れ
た
張
廷
済
の
旧
拓
を
取
り
上
げ
、
全
三
十
五
項
目
に
分
類
し
、
呉
大
が
張
廷
済
の
旧
拓
で
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
か
、
跋
文
の
注
釈
を
入
れ
な
が
ら
考
察
す
る
。
（
※
『
客
齋
集
古
録
』
は
「
カ
ク
」、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
は
「
セ
イ
」、
漢
数
字
は
、
冊
数
と
頁
数
、
Ａ
は
頁
表
、
Ｂ
は
頁
裏
と
す
る
。）
①
叔
旅
鐘
カ
ク
一
｜
一
三
Ａ
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
二
二
Ａ
Ｂ
題
跋叔旅
鐘
二
（
カ
ク
シ
ュ
ク
リ
ョ
シ
ョ
ウ
）
張
叔
未
蔵
器
カ
ク
一
｜
一
三
Ｂ
の
余
白
に
、
張
廷
済
の
所
蔵
印
あ
り
。
一
〇
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
図
①
カ
ク
一
｜
一
三
Ａ
Ｂ
図
②
カ
ク
二
｜
六
Ｂ
②
子
璋
鐘
カ
ク
二
｜
六
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
二
一
Ａ
題
跋
子
璋
鐘
（
シ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
）
嘉
興
張
氏
蔵
器道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
己
亥
七
月
十
二
日
張
廷
済
拓
奉
椒
堂
大
人
鑑
録
。
（
張
廷
済
自
書
）
椒
堂
大
人
は
、
朱
為
弼
（
し
ゅ
・
い
ひ
つ
一
七
七
一
｜
一
八
四
〇
）
の
こ
と
。
張
廷
済
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
金
石
学
者
で
、『
客
齋
集
古
録
』
中
の
跋
に
、
張
廷
済
が
自
蔵
の
器
物
を
拓
本
に
取
り
、
朱
為
弼
に
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
。
短
い
一
文
で
あ
る
が
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
、
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
張
廷
済
と
朱
為
弼
の
交
友
が
分
か
る
。
③
象
形
鼎
カ
ク
三
｜
二
Ａ
・
セ
イ
一
｜
二
五
Ｂ
、
二
六
Ａ
題
跋商象
形
鼎
（
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
ケ
イ
テ
イ
）
張
廷
済
蔵
（
張
廷
済
自
書
）
図
③
カ
ク
三
｜
二
Ａ
④
父
乙
鼎
カ
ク
三
｜
九
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
二
五
Ａ
題
跋父乙
鼎
（
フ
オ
ツ
テ
イ
）
廷
済
蔵
（
張
廷
済
自
書
）
□
父
乙
尊
図
④
カ
ク
三
｜
九
Ｂ
⑤
子
孫
作
婦
姑
鼎
カ
ク
五
｜
二
一
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
二
四
Ａ
題
跋子孫
作
婦
姑
鼎
（
シ
ソ
ン
サ
ク
フ
コ
テ
イ
）
鼎
文
曰
子
孫
作
不
婦
姑
将
鼎
。
孫
作
二
字
為
青
緑
所
掩
。
此
鼎
斌
笠
耕
観
察
有
方
鼎
銭
子
嘉
有
皆
同
此
文
。
（
張
廷
済
自
書
）
図
⑤
カ
ク
五
｜
二
一
Ｂ
一
〇
四
中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
（
川
島
尚
子
）
⑥
仲
敦
蓋
カ
ク
一
〇
｜
七
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
四
三
Ｂ
、
四
四
Ａ
題
跋仲
敦
蓋
（
ケ
イ
チ
ュ
ト
ン
ガ
イ
）
嘉
興
張
氏
蔵
釈
同
前
図
⑥
カ
ク
一
〇
｜
七
Ｂ
こ
こ
で
は
、
仲
敦
の
蓋
、
器
九
種
の
拓
本
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
、
九
種
と
も
同
じ
内
容
で
、
一
種
目
に
釈
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
張
廷
済
旧
拓
の
他
に
、
藩
祖
蔭
（
は
ん
・
そ
い
ん
一
八
三
〇
｜
一
八
九
〇
）
等
の
拓
本
も
集
録
さ
れ
て
い
る
。
⑦
史
頌
敦
カ
ク
一
〇
｜
一
八
Ａ
・
セ
イ
一
｜
三
八
Ｂ
題
跋史頌
敦
（
シ
シ
ョ
ウ
ト
ン
）
釈
同
前
嘉
興
張
氏
蔵
器
図
⑦
カ
ク
一
〇
｜
一
八
Ａ
⑧
頌
敦
蓋
文
カ
ク
一
〇
｜
二
二
Ｂ
、
二
三
Ａ
・
セ
イ
な
し
題
跋頌敦
蓋
文
（
シ
ョ
ウ
ト
ン
ガ
イ
ブ
ン
）
張
廷
済
蔵
器
（
張
廷
済
自
書
）
此
張
叔
未
所
蔵
頌
敦
後
為
帰
安
沈
仲
復
中
丞
所
得
。
器
文
為
沙
土
所
剥
触
然
文
字
尚
可
読
也
。
こ
の
蓋
文
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
収
録
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
拓
に
は
「
張
廷
済
蔵
器
」
の
自
書
の
題
と
「
張
廷
済
印
」「
張
叔
未
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
、
張
廷
済
が
収
蔵
し
て
い
た
器
物
で
あ
り
旧
拓
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
余
白
の
呉
大
跋
を
み
る
と
、
こ
の
頌
敦
は
張
廷
済
の
収
蔵
物
で
、
後
に
沈
成
（
し
ん
・
へ
い
せ
い
一
八
二
三
｜
一
八
九
五
）
に
渡
っ
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
沈
成
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
図
⑧
カ
ク
一
〇
｜
二
二
Ｂ
、
二
三
Ａ
沈
成
（
一
八
二
三
｜
一
八
九
五
）
原
名
は
輝
、
字
は
仲
復
、
号
は
園
（
ぐ
う
え
ん
）、
鰈
研
廬
（
ち
ょ
う
け
ん
ろ
）、
聴
櫓
楼
（
ち
ょ
う
ろ
ろ
う
）。
浙
江
帰
安
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
人
。
咸
豊
六
年
（
一
八
五
六
）
の
進
士
。
安
徽
（
安
徽
省
）
の
巡
撫
、
両
江
総
督
を
務
め
、
広
西
（
広
西
省
）
の
巡
撫
の
時
に
は
、
民
に
養
蚕
を
教
え
た
。
皖
（
カ
ン
現
在
の
安
徽
省
潜
山
県
）
の
巡
撫
の
時
に
は
、
河
川
整
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
経
古
書
院
を
建
て
、
金
石
器
物
を
収
蔵
し
、
字
画
を
楽
し
ん
だ
。
呉
大
と
沈
成
の
詳
し
い
交
友
を
知
る
跋
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
時
期
の
人
物
で
あ
り
、
金
石
を
通
し
て
交
友
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
張
廷
済
の
旧
拓
も
沈
成
が
収
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
〇
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
⑨
頌
敦
器
文
カ
ク
一
〇
｜
二
三
Ｂ
、
二
四
Ａ
・
セ
イ
な
し
題
跋
頌
敦
器
文
（
シ
ョ
ウ
ト
ン
キ
ブ
ン
）
文
為
沙
土
触
損
張
廷
済
蔵
器
（
張
廷
済
自
書
）
こ
の
拓
は
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
張
廷
済
自
書
の
跋
、
印
が
あ
り
、
張
廷
済
旧
拓
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
二
四
Ａ
の
拓
本
の
余
白
に
押
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
収
蔵
印
は
、「
客
齋
」
の
呉
大
の
も
の
と
、「
椒
堂
審
定
」
と
あ
り
、
朱
為
弼
の
も
の
と
あ
る
。
張
廷
済
は
朱
為
弼
に
拓
本
を
贈
り
、
鑑
定
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
、
呉
大
に
渡
っ
て
来
た
こ
と
が
分
か
る
。
艾
伯
敦
カ
ク
十
一
｜
十
四
Ｂ
、
セ
イ
一
｜
三
七
Ｂ
（
※
題
は
漢
字
が
無
い
た
め
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
よ
る
）
題
跋
□
敦
椒
堂
大
人
鑑
録
張
廷
済
蔵
物
（
張
廷
済
自
書
）
こ
の
拓
に
押
さ
れ
て
い
る
印
は
、
張
廷
済
の
「
張
叔
未
」、
朱
為
弼
の
「
椒
堂
審
定
」、
呉
大
の
「
客
齋
」
の
三
種
。
こ
れ
も
跋
に
あ
る
よ
う
に
、
張
廷
済
か
ら
朱
為
弼
に
贈
ら
れ
、
鑑
定
し
、
後
に
呉
大
に
渡
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
も
同
じ
拓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
為
弼
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
拓
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
御
方
尊
蓋
カ
ク
一
三
｜
一
三
Ａ
Ｂ
・
セ
イ
な
し
題
跋
御
方
尊
蓋
癸
未
王
在
圃
観
亭
王
賞
御
貝
用
作
父
癸
宝
尊
。
銘
文
圃
圃
田
予
州
藪
岬
観
省
観
亭
遊
観
之
亭
（
商
）
本
商
字
読
為
賞
。
御
卸
作
器
者
名
。
道
光
乙
未
（
一
五
年
一
八
三
五
）
夏
日
嘉
興
徐
同
柏
。
こ
の
拓
に
は
、
張
廷
済
の
印
「
張
廷
済
印
」、「
張
叔
未
」
が
あ
り
、
張
廷
済
の
甥
、
徐
同
柏
（
じ
ょ
・
ど
う
は
く
一
七
七
五
｜
一
八
五
四
）
が
刻
し
た
銘
文
の
拓
本
も
収
録
し
て
い
る
。『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
無
い
拓
本
だ
が
、
張
廷
済
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
張
廷
済
所
蔵
の
器
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
徐
同
柏
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
徐
同
柏
（
じ
ょ
・
ど
う
は
く
一
七
七
五
｜
一
八
五
四
）
嘉
興
（
現
在
の
浙
江
省
嘉
興
市
）
の
人
。
原
名
は
大
椿
、
字
は
寿
蔵
（
じ
ゅ
ぞ
う
）、
号
は
荘
（
ち
ゅ
う
そ
う
）。
張
廷
済
の
住
ま
い
清
儀
閣
の
あ
る
新
篁
里
（
シ
ン
コ
ウ
リ
現
在
の
浙
江
省
嘉
興
市
新
篁
鎮
）
に
暮
ら
し
、
張
廷
済
か
ら
指
授
さ
れ
六
書
篆
を
研
究
し
、
多
く
の
古
文
字
を
知
り
、
詩
や
篆
刻
に
長
け
た
。
張
廷
済
が
古
器
を
得
る
と
、
必
ず
徐
同
柏
と
考
証
し
た
。
ま
た
、
張
廷
済
の
所
用
印
は
徐
同
柏
が
刻
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
内
の
古
器
物
の
文
字
の
考
証
は
、
徐
同
柏
が
記
し
図
⑨
カ
ク
一
〇
｜
二
三
Ｂ
、
二
四
Ａ
図
カ
ク
十
一
｜
十
四
Ｂ
一
〇
六
中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
（
川
島
尚
子
）
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
徐
同
柏
の
銘
文
は
、
御
方
尊
蓋
の
文
字
に
関
す
る
こ
と
で
、
石
に
文
を
刻
し
、
拓
本
を
取
っ
て
い
る
。
図
カ
ク
一
三
｜
一
三
Ａ
Ｂ
母
父
丁
尊
カ
ク
十
三
｜
二
十
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
九
題
跋
母
父
丁
尊
（
ボ
フ
テ
イ
ソ
ン
）
張
叔
未
蔵
器
母
父
丁
図
カ
ク
十
三
｜
二
十
Ｂ
伯
考
蓋
カ
ク
一
五
｜
二
一
Ａ
・
セ
イ
一
｜
四
五
Ａ
題
跋
伯
考
□
蓋
（
ハ
ク
コ
ウ
キ
ガ
イ
）（
※
該
当
漢
字
な
し
の
部
分
は
□
に
す
る
）
伯
考
□
鋳
旅
永
其
萬
年
子
子
孫
宝
用
。
図
カ
ク
一
五
｜
二
一
Ａ
こ
の
拓
本
に
は
、
張
廷
済
の
印
「
張
叔
未
」、「
廷
済
」
の
二
種
と
呉
大
の
印
「
客
齋
」
の
一
種
が
あ
る
。
ま
た
、
呉
大
自
書
で
、
古
文
の
釈
文
が
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
、
拓
本
都
共
に
、
張
廷
済
と
徐
同
柏
が
考
証
内
容
や
入
手
経
路
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
史
頌
盤
カ
ク
十
六
｜
十
二
Ａ
・
セ
イ
一
｜
四
七
Ｂ
題
跋
史
頌
盤
（
シ
シ
ョ
ウ
バ
ン
）
此
盤
同
里
王
氏
旧
物
。
椒
堂
大
人
曽
書
宝
盤
齋
扁
余
帰
於
余
〃
昔
有
頌
敦
。
史
頌
敦
合
此
因
以
三
頌
名
吾
齋
。
張
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
史
頌
作
盤
其
萬
年
子
子
孫
孫
永
宝
用
。（
呉
大
自
書
）
図
カ
ク
十
六
｜
十
二
Ａ
こ
の
拓
本
に
は
、
張
廷
済
の
印
「
張
廷
済
印
」、「
張
叔
未
」
二
種
と
朱
為
弼
の
印
「
椒
堂
審
定
」
一
種
、
呉
大
の
印
「
客
齋
」
一
種
が
あ
り
、
張
廷
済
が
拓
本
の
余
白
に
こ
の
器
物
の
出
所
を
記
し
、
朱
為
弼
も
器
物
に
つ
い
て
鑑
定
し
、
後
に
呉
大
に
渡
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伯
躬
カ
ク
十
七
｜
十
二
Ａ
・
セ
イ
一
｜
四
六
Ａ
（
※
該
当
漢
字
な
し
の
部
分
は
□
に
す
る
）
題
跋
伯
□
父
（
ハ
ク
□
フ
レ
キ
）
伯
□
父
作
畢
姫
尊
其
萬
年
子
孫
孫
永
宝
用
。
叔
未
張
廷
済
蔵
器
拓
奉
椒
堂
大
人
著
録
。（
張
廷
済
自
書
）
図
カ
ク
十
七
｜
十
二
Ａ
一
〇
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
番
君
カ
ク
一
七
｜
一
二
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
四
七
Ａ
題
跋
番
君
（
バ
ン
ク
ン
レ
キ
）
廷
済
蔵
器
（
張
廷
済
自
書
）
□
番
君
□
伯
自
作
其
萬
年
無
彊
予
孫
永
用
。
こ
の
拓
本
に
は
、
余
白
に
張
廷
済
自
書
の
名
と
印
「
張
叔
未
」、
呉
大
の
印
「
客
齋
」
が
あ
る
。
図
カ
ク
一
七
｜
一
二
Ｂ
冊
〃
陸
父
庚
カ
ク
十
九
｜
二
一
Ａ
・
セ
イ
な
し
題
跋
冊
冊
陸
父
庚
サ
ク
サ
ク
リ
ク
フ
コ
ウ
ユ
ウ
）
張
廷
済
蔵
器
拓
奉
椒
堂
大
人
。（
張
廷
済
自
書
）拓
本
の
余
白
に
張
廷
済
の
跋
、
印
「
張
叔
未
」、
呉
大
の
印
「
客
齋
」
あ
り
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
器
物
の
拓
本
で
あ
る
。
図
カ
ク
十
九
｜
二
一
父
癸
カ
ク
二
十
｜
五
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
十
一
Ａ
題
跋
父
癸
（
フ
キ
シ
）
嘉
興
張
氏
蔵
器
申
即
神
父
癸
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
二
種
の
印
あ
り
。
冊
〃
乙
カ
ク
二
〇
｜
一
一
Ｂ
・
セ
イ
一
｜
三
二
Ｂ
題
跋
冊
冊
乙
（
サ
ク
サ
ク
イ
ツ
シ
）
嘉
興
張
氏
清
儀
閣
蔵
器
冊
冊
乙
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
廷
済
」
の
張
廷
済
自
書
の
名
、「
張
叔
未
」
の
印
が
あ
る
。
父
戊
カ
ク
二
〇
｜
一
二
Ａ
・
セ
イ
一
｜
一
〇
Ａ
題
跋
父
戊
（
フ
ボ
シ
）
嘉
興
張
氏
蔵
器
子
作
父
戊
山
立
刀
形
廷
済
蔵
器
（
張
廷
済
自
書
）
図
カ
ク
二
〇
｜
一
二
Ａ
父
癸
カ
ク
二
〇
｜
一
四
Ａ
・
セ
イ
一
｜
三
二
Ａ
題
跋
父
癸
（
フ
キ
シ
）
嘉
興
張
氏
蔵
器
朕
作
文
癸
尊
張
叔
未
蔵
（
張
廷
済
自
書
）
図
カ
ク
二
〇
｜
一
四
Ａ
戚
カ
ク
二
〇
｜
一
五
Ｂ
・
セ
イ
な
し
（
※
徐
同
伯
跋
あ
り
）
題
跋
戚
（
セ
キ
シ
）
平
安
館
蔵
器
戚
作
セ
キ
（
篆
書
）
字
徐
荘
釈
作
戚
題
跋
に
あ
る
「
平
安
館
」
の
号
、「
葉
氏
所
蔵
」
の
印
「
葉
氏
」
と
は
、
葉
志
図
カ
ク
二
〇
｜
一
一
Ｂ
図
カ
ク
二
十
｜
五
Ｂ
一
〇
八
中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
（
川
島
尚
子
）
（
し
ょ
う
・
し
せ
ん
一
七
七
九
｜
一
八
六
三
）
の
こ
と
。『
客
齋
集
古
録
』
中
に
は
、
葉
志
の
旧
拓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
徐
同
伯
が
戚
の
文
字
の
釈
文
を
作
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
張
廷
済
、
徐
同
伯
、
葉
志
と
の
交
友
が
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
、
葉
志
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
葉
志
（
し
ょ
う
・
し
せ
ん
一
七
七
九
｜
一
八
六
三
）
字
は
東
卿
、
号
は
平
安
館
、
漢
陽
（
現
在
の
湖
北
省
武
漢
市
漢
陽
区
）
の
人
。
兵
部
武
選
司
郎
中
を
務
め
た
。
学
問
に
精
通
し
、
金
石
を
好
み
、
書
画
に
長
じ
て
い
た
。
金
石
器
物
の
収
蔵
に
富
み
、
そ
れ
は
両
湖
の
冠
と
い
わ
れ
た
。
孫
祖
乙
觚
カ
ク
二
一
｜
四
Ａ
・
セ
イ
一
｜
一
一
Ｂ
題
跋
孫
祖
乙
觚
（
ソ
ン
ソ
オ
ツ
コ
）
嘉
興
張
氏
蔵
孫
且
乙
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
余
白
に
「
張
叔
未
」
印
、「
客
齋
」
印
あ
り
。『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
、
張
廷
済
、
徐
同
伯
が
文
字
の
考
証
を
し
、
器
物
の
出
所
な
ど
詳
し
く
跋
に
記
し
て
い
る
。
子
孫
父
戊
觚
カ
ク
二
一
｜
七
Ａ
・
一
｜
一
〇
Ａ
題
跋
子
孫
父
戊
觚
（
シ
ソ
ン
フ
ボ
コ
）
嘉
興
張
氏
蔵
器
子
孫
父
戊
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
婦
醍
觚
カ
ク
二
一
｜
九
Ａ
・
セ
イ
一
｜
三
三
Ａ
題
跋
婦
醍
觚
（
フ
ジ
ン
コ
）
嘉
興
張
氏
蔵
婦
醍
作
亜
形
立
戈
形
足
跡
形
。
婦
醍
作
亜
形
中
立
戈
形
足
跡
形
。
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
図
カ
ク
二
一
｜
九
Ａ
諸
女
角
カ
ク
二
一
｜
一
八
Ｂ
・
一
｜
二
七
Ａ
〜
三
一
Ｂ
題
跋
諸
女
角
（
シ
ョ
ジ
ョ
カ
ク
）
張
廷
済
蔵
器
拓
奉
椒
堂
大
人
。（
張
廷
済
自
書
）
亜
形
中
架
上
三
矢
形
諸
女
□
大
、
尊
酒
形
箕
形
子
尊
司
。
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
椒
堂
審
定
」、
「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
図
カ
ク
二
一
｜
一
八
Ｂ
父
癸
爵
カ
ク
二
二
｜
六
Ｂ
・
セ
イ
な
し
題
跋
父
癸
爵
（
フ
キ
シ
ャ
ク
）
張
叔
未
旧
蔵
爵
今
不
知
帰
何
処
首
一
字
作
□
当
即
享
之
古
文
下
以
挙
形
加
□
旁
非
字
也
下
父
癸
当
係
父
廟
第
十
器
。
大
印
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
図
カ
ク
二
〇
｜
一
五
Ｂ
図
カ
ク
二
一
｜
四
Ａ
図
カ
ク
二
二
｜
六
Ｂ
図
カ
ク
二
一
｜
七
Ａ
一
〇
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
父
辛
爵
カ
ク
二
二
｜
六
Ｂ
・
一
｜
四
Ａ
題
跋
父
辛
爵
（
フ
ク
フ
シ
ン
シ
ャ
ク
）
父
辛
張
叔
未
清
儀
閣
所
蔵
上
一
字
当
即
乃
福
字
之
省
文
下
父
辛
乃
父
廟
之
第
八
器
也
。
大
印
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
父
辛
爵
カ
ク
二
二
｜
十
Ａ
・
セ
イ
一
｜
六
題
跋
父
辛
爵
（
フ
シ
ン
シ
ャ
ク
）
父
辛
張
叔
未
所
蔵
父
辛
爵
今
不
知
在
何
処
。
大
印
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
父
丁
爵
カ
ク
二
二
｜
一
〇
Ａ
・
セ
イ
な
し
題
跋
父
丁
爵
（
フ
テ
イ
シ
ャ
ク
）
父
丁
張
叔
未
所
蔵
父
丁
爵
以
上
二
爵
皆
拠
旧
拓
本
編
入
。
大
印
拓
本
の
余
白
に
「
張
廷
済
印
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
挙
癸
爵
カ
ク
二
三
｜
四
Ｂ
・
一
｜
三
Ａ
題
跋
挙
癸
爵
（
キ
ョ
キ
シ
ャ
ク
）
挙
癸張
叔
未
蔵
爵
拠
清
儀
閣
旧
拓
本
編
入
。
大
印
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
綏
和
壺
カ
ク
二
五
｜
一
五
Ｂ
・
セ
イ
な
し
題
跋
綏
和
壺
（
ス
イ
ワ
コ
）
綏
和
六
年
造
壺
容
□
□
重
六
斤
八
両
第
二
廷
済
（
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
図
カ
ク
二
五
｜
一
五
Ｂ
置
鼎
カ
ク
二
六
｜
一
〇
Ｂ
・
セ
イ
二
｜
六
Ａ
題
跋
置
鼎
（
チ
テ
イ
）
第
六
置
一
容
一
斗
五
升
重
十
二
斤
蓋
通
。
此
器
失
蓋
已
残
破
張
廷
済
蔵
拓
奉
椒
堂
大
人
著
録
（
跋
文
三
種
と
も
張
廷
済
自
書
）
拓
本
の
余
白
に
「
張
叔
未
」、「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
大
泉
五
十
范
カ
ク
二
六
｜
一
七
Ｂ
・
セ
イ
な
し
題
跋
大
泉
五
十
范
（
ダ
イ
セ
ン
ゴ
ジ
ュ
ウ
ハ
ン
）
銘
文
古
泉
銅
凹
文
少
此
雖
得
半
亦
足
宝
葉
東
卿
与
劉
燕
庭
皆
有
凹
文
全
模
形
余
蔵
泉
十
有
五
凹
者
馬
今
乃
補
不
求
凸
不
求
全
虚
中
守
残
宜
長
年
道
光
二
十
年
庚
子
七
月
一
日
七
十
二
歳
老
者
張
廷
済
叔
未
甫
。
拓
本
の
余
白
に
「
客
齋
」
の
印
あ
り
。
大
泉
五
十
范
カ
ク
二
六
｜
一
八
Ｂ
・
セ
イ
な
し
題
跋
大
泉
五
十
范
（
ダ
イ
セ
ン
ゴ
ジ
ュ
ウ
ハ
ン
）
銘
文
新
室
泉
母
識
大
泉
沙
画
泥
印
凹
文
円
武
林
戴
公
窮
蓋
堅
有
子
官
高
囊
無
図
カ
ク
二
二
｜
十
Ａ
図
カ
ク
二
三
｜
四
Ｂ
図
カ
ク
二
六
｜
一
〇
Ｂ
一
一
〇
中
国
近
代
に
伝
わ
っ
た
張
廷
済
の
学
問
（
川
島
尚
子
）
銭
選
一
大
銭
猶
不
全
張
老
廷
済
亦
窮
酸
。
道
光
庚
子
二
十
年
作
銘
付
其
姪
辛
主
賓
拍
手
春
風
顚
。
叔
未
。
・
の
「
大
泉
五
十
范
」
の
拓
本
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
な
い
が
、
セ
イ
三
｜
十
二
Ｂ
〜
十
六
Ｂ
に
渡
っ
て
「
漢
大
宗
五
十
」
と
い
う
題
で
、
拓
本
と
跋
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
図
上
カ
ク
二
六
｜
一
七
Ｂ
、
下
カ
ク
二
六
｜
一
八
Ｂ
四
、
お
わ
り
に
『
客
齋
集
古
録
』
と
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
呉
大
が
張
廷
済
の
旧
拓
を
収
集
し
、
こ
の
著
の
編
集
方
法
も
張
廷
済
の
や
り
方
に
則
っ
て
編
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
張
廷
済
が
呉
大
に
与
え
た
大
き
な
影
響
で
あ
る
。
多
く
の
金
石
学
関
係
の
著
録
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
な
、
学
問
を
楽
し
も
う
と
す
る
趣
向
が
分
か
る
著
書
は
、
誰
が
読
ん
で
も
楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
張
廷
済
に
続
き
、
呉
大
が
遺
し
た
金
石
学
は
、
羅
振
玉
（
一
八
六
六
｜
一
九
四
〇
）
や
後
世
の
金
石
学
者
に
も
影
響
を
与
え
、
金
石
学
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
他
の
中
国
近
代
に
出
版
さ
れ
た
、
張
廷
済
の
研
究
方
法
を
取
り
入
れ
た
著
書
を
研
究
し
、
将
来
的
に
現
代
に
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
影
響
と
発
展
を
し
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
〔
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